
 

 

 

 

 

 

 

永
田 

知
徳
さ
ん
（
楢
本
）
よ
り 

ご
母
堂 

永
田
知
惠
子
様 

（
享
年
九
十
七
歳
）
の 

ご
逝
去
に
際
し
て
の
香
典
返
し
の
儀
と
し
て 

多
額
な
る
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

当
協
議
会
の
実
践
活
動
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 

ご
意
向
に
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。 

町
内
４
小
学
校
の
６
年
生
は
来
春
４
月
に
揃
っ
て
安
心
院

中
学
校
に
入
学
し
ま
す
が
、
事
前
に
各
校
児
童
が
「
顔
な
じ
み
」

に
な
り
、
中
学
校
で
の
合
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
ば
と
、
７
月

２７
日
に
６
年
生
有
志
を
対
象
に
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。（
４
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
共
同
事
業
） 

津
房
小
か
ら
の
６
名
を
含
め
て
計
１６
人
の
児
童
の
参
加
で
、 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
深
見
中
学
校
）
体
育
館
で
の
体
育
と

ゲ
ー
ム
を
兼
ね
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
始
ま
り
、
筌
ノ
口
湧
水

で
の
ソ
ー
メ
ン
流
し
（
筌
ノ
口
集
落
の
み
な
さ
ん
の
全
面
的
ご

協
力
）
で
昼
食
、
午
後
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
津
房
の
地
獄
極
楽

と
東
椎
屋
の
滝
探
訪
ツ
ア
ー
、
仕
上
げ
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
戻
っ
て
の
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー

で
親
交
を
育
む
場
づ
く
り
と
し
ま
し
た
。 

 

 

津房小４,５年生の地球未来科への支援事業として、校地に隣

接する水田で「もち米」栽培をすることにし、去る７月７日、

その手始めとして児童による田植え体験作業を行いました。 

1 日先生役のフラワーうさ社長の菅原智史氏の指導のもと、 

昔ながらの“田植えひも”を使った手植えとしました。 

殆どの児童が初体験のためどうなることかと心配でしたが、

さすが伸び盛りの子どもたち、すぐに要領を覚え、短時間で    

幅５０メートル、１５列ほどを 

植え終わりました。秋の稲刈り 

体験、収穫米を使っての餅つき 

イベントが楽しみです。 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

去
る
７
月
２１
日
、
宮
崎
市
の
『
清
武
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』

の
中
山
和
朗
会
長
さ
ん
を
団
長
と
す
る
10
名
の
役
員
さ
ん
ご
一
行

が
当
協
議
会
の
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

清
武
地
域
は
宮
崎
市
郊
外
の
平
た
ん
地
と
い
う
好
立
地
な
が
ら
、

ご
多
分
に
洩
れ
ず
、
住
民
の
高
齢
化
と
人
工
減
少
に
伴
う
諸
課
題
が

生
じ
始
め
た
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
「
ま
ち
お
こ
し
」

を
と
、
１４
年
前
に
協
議
会
を
設
立
、
活
発
に
活
動
を
さ
れ
て
き
た
経

歴
を
有
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
同
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
他
団
体
の
活
動
状
況
を
視

察
し
、
永
年
に
亘
る
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出

す
際
の
参
考
に
し
た
い
と
の
趣
旨
で
し
た
。 

菅
原
会
長
と
事
務
局
で
当
協
議
会
の
取
り
組
み
内
容
を
ご
紹
介
し

た
あ
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
当
協
議
事
業
の
幾
つ
か
の
事
業
に
関

す
る
質
疑
応
答
の
ほ
か
、
役
員
の
高
齢
化
、
次
代
を
担
う
人
材
の
発

掘
、
事
業
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
の
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
も
活
発
な

意
見
交
流
が
為
さ
れ
、
当
方
に
も
有
意
義
な
交
流
会
で
し
た
。 

← １日先生と担任先生から作業要領 

 の説明 ↙ 初めての田植え体験 

 
 

・運行日 ；木曜日 往路は津房発 ９：００ごろ、 復路は安心院発 １２：００ごろ 

・利用者は前日の１７：００ までに電話で行先を告げ、予約します 

・当日、ご利用者の自宅門口まで送迎してくれます （バス停まで行かずに済む） 

・利用料金 ： 実証運行中は実質１００円 （ 片道当り ） 

・予め利用登録をしておく必要があります （ごく簡単な手続きです） 

 なお、通常の路線バス沿線の集落の方でも条件に合えば利用可能です 

地
区
の
中
心
地
を
花
で
飾
り
、
行
き
交
う
人
々
に
和
ん

で
頂
こ
う
と
、
六
郎
丸
・
信
号
機
交
差
点
か
ら
板
場
方
面

に
向
か
う
角
地
（
休
耕
田
）
に
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
、

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
の
三
種
の
夏
～
秋
花
、
合
わ
せ
て
４
５

０
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。 

日
々
通
行
す
る
地
区
民
は
勿
論
、
ぶ
ど
う
狩
り
や
秋
の

行
楽
で
市
外
か
ら
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
を
も
癒
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

当
事
業
は
津
房
地
域
農
地
・
水
・
環
境
保
全
管
理
協
定

運
営
委
員
会
に
よ
る
地
域
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
費
用
に
つ
い
て
助
成
頂
き
ま
し
た
。 

な
お
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る 

耕
耘
、
周
囲
の
草
刈
り
、
防
草 

マ
ル
チ
張
り
の
各
作
業
で
は 

有
志
４
人
の
ご
協
力
を
頂
き
、 

ま
た
、
植
栽
作
業
で
は
新
任
の 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
二
人
の 

加
勢
も
得
て
仕
上
げ
る
こ
と
が 

出
来
ま
し
た
。
本
稿
を
借
り
て 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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花 

本紙でも何回かご案内のとおり、当津房地区では、従来のコミュニティバスよ

りも利便性を高めた公共交通手段として、≪予約制乗合タクシー≫ が週に１ 便 

運行されています。 

ことし１ 月からは、津房地区を運行する 3 路線の運行経路に深見と佐田の一部 

集落を加え、ほぼ正式運行の方式で運行されるようになりました。 

市より提供された実績データに依れば、徐々にご利用者も増えていますが、 

更なる普及、定着を図るため、改めてご案内します 

 ・運行日 ； 毎週 木曜日 往路は津房発９：００ごろ、復路は安心院発：１２：００ご

ろ 

・利用者は前日の１７：００ までに電話で行先を告げて予約します 

 ・当日はご利用者の自宅門口まで送迎してくれます（ バス停まで行かずに済

む ） 

 ・利用料金 ： 実証運行中は実質１００円 （ 片道当たり ） 

・利用できるひとの条件があり、また、予め利用登録をしておく必要が 

 

＊すでに利用登録をされた方の奮ってのご利用を呼びかけしますとともに、 

安心院中心部への通院や買い物のための交通手段でご不自由されている

方は、下記へお気軽にお問い合わせ下さい。 

   宇佐市・総合政策課 ☏（０９７８）-２７-８２３９ または 

        津房地区まちづくり協議会・事務局員 ☏（０９７８）-４８-２００１ 

津房ふれあい

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 

第 68 号 令和 5 年８月 

発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 

電話：４８－２００１ 

上：筌ノ口湧水での美味し 

い流しソーメンで満腹 

下：東椎屋の滝壺を探訪 

９月１７日（日） 
開 会 8：30 

津房っ子の応援に、ご無沙

汰の知人、友人との旧交を 

温めに大勢ご参加を！ 

交流会と集合写真 


